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１　前提
該 当 す る 地 域

設定した経営規模

自　家　労　働

そ　　の 　他

２　作付体系
年次　　　　月

各年次

凡例：○播種、……育苗期間、∧仮植、◎移植・定植、△ハウス、∩トンネル、――栽培期間、□収穫

３　施設機械装備 但し　Ｒ＝（１－残存割合） （単位：円）
　面積 本作目 負担価額 償却額 耐用 年償却額 経過 期首現在 自己資本自己資本

種　　類 構造能力 　台数 取得価額 負担率 (B) 年数 (D) 年数 価額 (F) 割　　合利　　子
　　(A) (A)×R （C）(B)÷（C） (E) (A)-(D)×(E) (G) (f)×(G)×利子率

作業場兼収納舎 木造 50 ㎡ 3,150,000 6 185,294 185,294 15 12,353 8 86,471 100 3,459
ﾊﾟｲﾌﾟﾊｳｽ 6m×25m 1 棟 871,650 50 435,825 435,825 10 43,583 5 217,913 50 4,358
トラクタ 4WD・22ps 1 台 2,538,000 10 253,800 253,800 7 36,257 4 108,772 50 2,175
ロータリ 160cm 1 台 475,200 10 47,520 47,520 7 6,789 4 20,366 50 407
動力噴霧機 可搬式 6ps 1 台 281,860 45 126,837 126,837 7 18,120 4 54,358 100 2,174
管理機 3.5ps 1 台 197,400 20 39,480 39,480 7 5,640 4 16,920 100 677
潅水ポンプ 400㍑/分 1 式 171,200 50 85,600 85,600 7 12,229 4 36,686 100 1,467
背負式動力噴霧機 20㍑ 1 台 68,250 30 20,475 20,475 7 2,925 4 8,775 100 351
軽トラック 660cc､4WD､350kg積 1 台 1,050,000 25 262,500 262,500 4 65,625 2 131,250 100 5,250
合計 8,803,560 1,457,331 1,457,331 203,519 681,509 20,319

～ ○－－－－－－－－－－－－－－－－◎～◎－－－－－－－－－－－－－□□□□□□□□　　　　　　　　　　　　　　　○～

シンテッポウユリ(露地)

１　　　　２　　　　３　　　　４　　　　５　　　　６　　　　７　　　　８　　　　９　　　　10　　　　11　　　　12

平坦地～中山間地

シンテッポウユリ５ａ、ブロッコリー３０ａ、白ネギ２０ａ、水稲３０a

①セルトレイ育苗

２．５人



４　技術体系（10ａ当たり）

作 物 名 　　　　品　　　　種 　　栽培様式・作型 10ａ当たり収量 　　ほ　場　条　件 作付面積

シンテッポウユリＦ１オーガスタ 露地 28000本 水田転換畑 ５a

　　　　項目 耕　種　基　準 作　業　基　準

 10a当たり作業時間 燃　料

作業期間 使用資材名 使用量 作業機名 作業精度及び方法 機械利  組 延労働 消費量

作業名 (月/旬～月/旬) 用時間 人員 時　間 (㍑／10ａ)

ハウス準備 12/中 人力 ○ハウス内で育苗する。 0.1 2 0.7

○本ぽ１０ａ当たり70㎡のセルトレイ

　の置き場所が必要。

播　　　種 12/下～1/上 種子 70,000粒 人力 ○翼は軽く除去し、用土を詰めたセル

200穴セルトレイ 350枚 　トレイに播種後、ごく薄く用土で覆

水稲育苗箱 350枚 　土する。

ﾒﾄﾛﾐｯｸｽ350 1,300ℓ 潅水ポンプ ○底面吸水で十分吸水させる。 0.5 2 3.0 ｶﾞｿﾘﾝ 0.5

ﾎﾟﾘﾌｨﾙﾑ（150cm幅） 55m ○ハウス内にトレイを並べ、透明ポリ

ﾎﾟﾘﾌｨﾙﾑ（200cm幅） 60m 　フィルムをベタ掛けし、さらに透明

トンネル支柱 60本 　ポリフィルムでトンネルをする。

播種後の管理 1～4/下 人力 ○発芽後は速やかにベタ掛けのポリ

　フィルムを取り除く。

  潅水 潅水ポンプ ○発芽後は１～２週間に１回程度午前 1.5 1 3.0 ｶﾞｿﾘﾝ 1.5

　中に十分潅水する。

  温度管理 ○発芽までは１５～２０℃、発芽後 1 7.5

  は１５℃を目安にトンネルやハウス

　サイドを開閉して換気する。

○定植２～３週間前からハウスサイ

  ドを開放し、外気にならす。

  追肥 キッポ青 1.5㍑ 潅水ポンプ ○追肥は液肥を４回施用する。 0.8 1 0.8 ｶﾞｿﾘﾝ 0.8

  病害虫防除 ダコニール１０００ 15ml 背負式噴霧機 ○葉枯病の防除を月１回程度行う。 0.3 2 1.2

ｱﾄﾞﾏｲﾔｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ 3ml ○３月にはアブラムシの防除を行う。

本ぽの準備 3/下～4/中 堆肥 10t ﾄﾗｸﾀ･ﾛｰﾀﾘ ○定植１ヵ月前には基肥を投入し、 2 8.0

セルカフレンド 160kg 管理機   耕耘する。 0.5 1 0.5 軽油 4.5

ミネラル宝素 160kg 軽トラック ○畦幅100cm、通路50cmに畦を作る。 1.0 1 1.0 ｶﾞｿﾘﾝ 1.0

花複合花子 200kg ○雑草防止のため、バスアミドを畦

バスアミド微粒剤 20kg   表面に散布しレーキ等で軽く土と

被覆用古ビニール 10a分   混和した後、古ビニールで覆う。

潅水施設設置 4/下 潅水チューブ 700ｍ 人力 ○潅水チューブを設置する。 1.0 2 4.0 ｶﾞｿﾘﾝ 1.0

潅水装置 ○定植前に十分潅水する。

定　　　植 4/下～5/上 人力 ○本葉２～２．５枚で定植する。 2 64.0

○株間１２㎝、条間１２㎝、８条植え

  10a当たり定植本数40,000本。

ネット張り 4/下～5/上 フラワーネット 1,300m 人力 ○倒伏防止のため、フラワーネット 1.0 2 16.0 ｶﾞｿﾘﾝ 1.0

(12cm×12cm、８目) 軽トラック 　を２段張る。

（４年間使用） ○長さ１．５ｍの支柱を２ｍおきに

支柱７００本 　立てる。

（４年間使用）

不織布の被覆 4/下～5/上 不織布 人力 ○活着促進のため、10cm程度に上げた 1 5.0

（２年間使用） 　ネットの上に不織布をかける。

キッポ青 4㍑ 潅水装置 ○定植後活着するまで潅水がわりに 2.0 1 2.0 ｶﾞｿﾘﾝ 2.0

　２～３回液肥を施す。



　技術体系

　　　　項目 耕　種　基　準 作　業　基　準

 10a当たり作業時間 燃　料

作業期間 使用資材名 使用量 作業機名 作業精度及び方法 機械利  組 延労働 消費量

作業名 (月/旬～月/旬) 用時間 人員 時　間 (㍑／10ａ)

マルチ張り 4/下～5/上 ｼﾙﾊﾞｰﾎﾟﾘﾌｨﾙﾑ 幅30cm× 人力 ○雑草と乾燥防止を兼ねて、畦肩部分 1.0 2 8.0 ｶﾞｿﾘﾝ 1.0

 長さ1,300m 軽トラック   をｼﾙﾊﾞｰﾎﾟﾘﾌｨﾙﾑで被覆する。

潅　　　水 4/下～8/中 潅水装置 ○生育初期は乾かさない。 12.0 1 3.5 ｶﾞｿﾘﾝ 12.0

○生育中は乾燥したら十分に潅水する。

○夏季は乾燥がひどいときには、１回

　の潅水量を多くする。

追　　　肥 5/上、5/下、 有機化成Ａ801 100kg 人力 ○肥切れしないように追肥する 1.0 1 4.0 ｶﾞｿﾘﾝ 1.0

6/中、7/上 ＩＢ化成Ｓ１号 300kg 軽トラック

7/下

ネット上げ 6/上､6/下､ 人力 ○生育につれ、遅れないようフラワー 2 3.0

7/中   ネットを上げていく。

病害虫防除 4/下～8/中 ジェイエース粒剤 6kg 動力噴霧機 ○葉枯病、アブラムシ類、ハダニ類、 8.0 2 18.0 ｶﾞｿﾘﾝ 16.0

ダコニール１０００ 300ml 軽トラック 　アザミウマ類が多発するので予防

トップジンＭ水和剤 100g 　散布を徹底する。

フルピカフロアブル 450ml

ｱﾄﾞﾏｲﾔｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ 450ml

ＩＣボルドー 3kg

ジェイエース水溶剤 600ｇ

アフェットフロアブル

ピラニカEW 150g

コテツフロアブル 300ml

切り花、出荷 7/中～8/下 ハサミ ３丁 人力 ○蕾が膨らみ、やや白くなったら採花 10.0 2 300.0 ｶﾞｿﾘﾝ 8.0

バケツ 10個 軽トラック   する。

ダンボール箱 490箱 ○１ﾘﾝ､２ﾘﾝ､ﾘﾝ付き(３～５ﾘﾝ)､多ﾘﾝ

クラフトテープ 23個   (６リン以上)に分け、10本を1束に

結束ゴム 2,800本   してゴムで結束する。

ラップフィルム 2,800枚 ○花を上向きにまとめてﾗｯﾋﾟﾝｸﾞする

後片付け 9/上 ロータリ ○球根掘り上げ後、耕うんする。 0.5 1 16.0 軽油　2.5

合　　　　　計 469.2



５　経営試算(10a当たり)

区分 科目 金額          説     明

主産物価額③ 2,296,000 生産量①：28,000 本 単価②： 82 円／本

粗収益 主産物価額 0 生産量  ： 単価  ：

主産物価額 0 生産量  ： 単価  ：

副産物価額④ 0

　  計 　(A) 2,296,000

種  苗　費 298,200

肥　料　費 156,261 使用資材等は技術体系のとおり

生産原価 農　薬　費 73,307 〃

諸 材 料 費 220,256 〃

生 動力光熱費 9,185

農　具　費 72,013 機械負担価額×４％

建物等修繕費 19,713 建物・構築物負担価額×１％

賃 料 料 金 0

共 済 掛 金 2,198

雇 用 労 賃 0

産 減価償却費⑤ 407,039 別表のとおり

土地改良費 8,464

支払地代⑥ 0

　小計  (B) 1,266,635

販売費一般 出荷資材費 171,206

管理費 販 売 諸 費 403,018

費 諸税負担金 42,193 農協賦課金、車検料、固定資産税

事務研修費 6,644 農業新聞購読料、電話代

支払利息⑦ 6,941 借入資本利子率２％

　小計 （C） 630,003

経   営   費   　 (D) 1,896,638 注)（D）=（B）+（C）

家族労働費見積額   ⑧ 635,440 農 従 労 働 時 間： 469.2 生産管理労働時間： 19.6 1,300 円／時間

支払利子・地代算入生産費(E) 2,532,078 主産物単位当たり 90 円／1本 注（E）=（D）+⑧-④

自己資本 流動資本利子⑨ 42,362 注) ⑨=（(E)ー⑤ー⑦）／２×0.04

利子(F) 固定資本利子 40,639 利子率４％

自 作 地 地 代    (G)   11,000

全算入生産費      (H) 2,626,078 生産物単位当たり 94 円／1本 注)（H）=（E）+（F）+（G）

所　　　得           (I) 399,362 時間当たり 817 円 注)（I）=（A）-（D）

所　得　率           (J) 17 注)（J）=（I）÷（A）×100

農企業利潤           (K) -330,078 注)（K）=③-（H）

家族労働報酬         (L) 305,362 時間当たり 625 円 注)（L）=（I）-（F）-（G）

農業資本利潤         (M) -236,078 注)（M）=（I）-⑧



６　労働の作業別、旬別配分(10a当たり時間)

　　　　　月・旬 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

作業名 　上 　中 　下 　上 　中 　下 　上 　中 　下 　上 　中 　下 　上 　中 　下 　上 　中 　下 　上　 　中 　下 　上 　中 　下 　上 　中 　下 　上　 　中 　下 　上 　中 　下 　上 　中 　下 　計

育苗用ハウス準備 0.7 0.7

播種 1.5 1.5 3.0

潅水 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 3.0

温度管理 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 7.5

追肥 0.2 0.2 0.2 0.2 0.8

病害虫防除 0.4 0.4 0.4 1.2

本圃準備 8.5 1.0 9.5

潅水施設設置 4.0 4.0

定植 32.0 32.0 64.0

ネット張り 8.0 8.0 16.0

不織布管理 3.0 2.0 2.0 7.0

マルチ張り 4.0 4.0 8.0

潅水 0.5 0.5 0.3 0.3 0.3 0.1 0.1 0.1 0.1 0.3 0.3 0.3 0.3 3.5

追肥 1.0 1.0 1.0 1.0 4.0

ネット上げ 1.0 1.0 1.0 3.0

病害虫防除 1.0 1.0 1.0 3.0 3.0 3.0 3.0 1.0 1.0 1.0 18.0

切り花・出荷 10.0 70.0 100.0 70.0 50.0 300.0

後片付け 16.0 16.0

0.0

0.0

　　　計 1.5 0.5 0.8 0.8 1.4 0.8 1.5 1.7 10.0 1.3 2.9 51.8 47.5 3.3 1.3 3.3 3.1 4.1 4.1 14.1 71.3 102.3 71.3 50.3 16.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0 0.0 1.5 469.2

　生産管理労働時間 （ 19.7 ）


